
第４回オンライン自主研修 感想・意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 生きづらさを抱えた対象者に寄り添う支援は社会復帰のリハビリの役割があり、近隣で相談できる

保護司の役割は、コロナ禍の中でも顔色や表情を見ながらのエッセンシャルワーカーとしての認識と努

力が求められている。 

 

② 村上保護司のお話の中で、成育歴は 100人いれば 100通りあるとお話しされ、対象者 1人 1人違う

ことが当たり前であり、様々な悩みや苦しみから生きづらさを感じ、結果対象者になりうる人もあると

思います。 

この対象者はこうだからと、固定観念にとらわれず、今後は対象者・引受人に寄り添えるよう活動した

いと思いました。 



③ 令和時代＝コロナ禍との視点、ちょっと残念でした。 

しかし、村上保護司の 

 ・対象者一人ひとりの成育歴が違い、百人いれば百通り。一人ひとりの持っている背景を考えなけれ

ばならない 

今福保護局長の 

 ・コロナ禍で医師や看護師、介護士がエッセンシャルワーカーと言われているが保護司も 

と言われたことが印象に残った。 

 

④ 元法務大臣の谷垣理事長と 48年間の保護司暦のある村上住職との対談の中で、次のように、いくつ

かの印象に残った言葉や感銘を受けた話がありました。 

 〇対象者の一人ひとりの成育歴の違い（虐待や友達付き合い等）を理解した上で、面談を行わなければ

ならない。 

 〇保護司の数の減少にあたっては、家庭内ではなくサポートセンターで面談を行うことができること

や保護司活動の楽しさや素晴らしさをもっと発信すべきである。 

 〇今後の新しい保護司の在り方としては、 

  ・対象者が何に苦しんでいるのかを見て一緒に考えていく態度が必要である。 

  ・社会の動きを理解し、保護司が地域のリーダーとなり、世界に誇れる保護司会をつくることが望ま

れる。 

 これらの考え方・視点を持ちつつ、今後の保護司活動に取り組んでいきたいと思っています。 

 また、司会役の今福局長からは、保護司は「エッセンシャルワーカー」であることに、このコロナ禍で

気づいたという発言があり、まさしくそうだと感じました。 

 

⑤ 相手に向き合う上で、人それぞれの「生きづらさ」を理解してあげることの大切さを感じますが、

ある意味とても難しいこととも感じます。 

 色々な場面で「立ち直り」には必ず支援が必要、コミュニティが少ないと誰もが生きていけないこ

と、をいつも心に留めていたいです。 

 今後、保護司に求められることとして、社会の動きを見抜く力、ひとつひとつ確実に進めていく力、

保護司１人１人のスキルアップが大事であると話されていて、共感いたしました。 

 


